
「2014ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 犠打 四球 失策

四国フレンズ 4 0 6 6 6 10 29 14 1
和歌山黒潮あろうず 0 0 0 0 1 1 17 2 0

先　　　攻

後　　　攻 藤井　　豊

戦　　評

公式記録員　　山田　幹雄　

捕　　　手 三　塁　打

酒井　喜和

×中尾　謙一 藤井　　豊

Ａ面第1試合（04月20日）

○原　　光弘

試合
時間

1時間
20分

二　塁　打本　塁　打

酒井　喜和
大池　卓史
上川　義弘

投　　　手

四国フレンズ　初回の先制で快勝!!

四国フレンズは、初回よりエンジン全開4点、続く3回にも6点を追加し、試合を決め
る。　　和歌山黒潮あろうずは、5回に反撃し1点を取るが、前半のリード重く時間切
れとなった。



「2014ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 犠打 四球 失策

三　重　県 0 0 0 0 0 2 2 23 5 1

四国フレンズ 1 0 0 0 0 0 1 22 5 0

先　　　攻

後　　　攻

加藤　公治

ドラマは6回の攻防、四球に泣き、四球に笑う　三重勝利!!

三重は初回、フレンズ4番の仲村に、タイムリーを打たれ先制されるが、最後まで試
合をあきらめず、ひたすらチャンスを待ち、6回表、2番大堀の安打でチャンスを掴
み、有尓・中村の連続四球で満塁とし、横貫・濱野も四球を得て逆転し、逃げ切っ
た。　　　　　　　　四国フレンズは、その裏、一死満塁まで攻めたが、最後は三振
（二死）、遊直で敗れた。　　両軍（濱野・利岡投手の頑張りは…….）見事であっ
た。

1時間
38分

大堀　賢二
中村　正弘
横貫　竜男

投　　　手 捕　　　手 本　塁　打 三　塁　打 二　塁　打

Ａ面第2試合（04月20日）

試合
時間

○濱野　彰宏

戦　　評

×利岡　義親 林　　政夫 酒井　喜和 大池　卓史

公式記録員　　奥野　　繁　



「2014ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 犠打 四球 失策

OCﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ 0 0 0 1 1 14 2 2

四国フレンズ 0 3 0 0X 3 14 3 1

先　　　攻

後　　　攻

岡本　泰宣

四国フレンズ　繋ぐ打線で逃げ切り勝利!!

四国フレンズは、2回に二死よりチャンスを生かし、3点を先制、相手の反撃を抑え、
勝利する。
一方、OCユナイテッドは、終盤に粘ったが、残念ながら時間切れとなった。

投　　　手 捕　　　手 本　塁　打 三　塁　打 二　塁　打

×内田　浩文 渡辺　孝伸

Ａ面第3試合（04月20日）

試合
時間

1時間
20分

○松田　賢哲 酒井　喜和

戦　　評

公式記録員　　山田　幹雄



「2014ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 犠打 四球 失策

三　重　県 4 4 0 0 0 8 27 9 0

大　阪　市 0 0 4 3 0 7 24 9 3

先　　　攻

後　　　攻

三重県は、1回三井の立ち上がりを攻め、一死満塁とし中村が右翼へ、横貫が左翼へ
と二塁打を放ち4点先制。
2回にも、大堀の中前打等で一死満塁、ここで加藤が本塁打を放ち、大量リードを奪
い、試合を決定づけた。
一方、大阪市は 、3回山田の内野安打を足場に4安打を集め4点。
4回には、松谷・櫻井が中越三塁打を放つなど、昨年全国制覇の底力を見せ猛反撃。
1点差まで詰め寄る粘りを見せたが、あと一歩及ばず。

投　　　手 捕　　　手 本　塁　打 三　塁　打 二　塁　打

○濱野　彰宏 加藤　公治 加藤　公治
中村　正弘
横貫　竜男
霜村　武大

三重県　満塁弾で圧倒!!  大阪市追撃及ばず!!

×三井　　渉 左　　健吾
松谷　貴臣
櫻井　崇明

松谷　貴臣

Ｂ面第1試合（04月20日）

試合
時間

1時間
29分

戦　　評

公式記録員　　富士元　元子　



「2014ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 犠打 四球 失策
和歌山黒潮あろうず 1 0 0 0 0 1 23 7 1

OCﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ 1 0 1 0 X 2 19 6 0

先　　　攻

後　　　攻

投　　　手 捕　　　手 本　塁　打 三　塁　打 二　塁　打

○辻村　隆史 渡辺　伸孝 岡本　泰宣

Ｂ面第2試合（04月20日）

試合
時間

1時間
25分

戦　　評

ＯＣユナイテッド!  林・村野の堅守光る!!

ＯＣユナイテッドは、初回に先制されたが、その裏すぐに岡本の二塁打などで同点に
追いつき、3回、新出・泉の連打に岡本の右前打で1点追加。これが決勝点となった。
守っては、辻村が走者を出すものの要所を抑える好投。
また、林・村野の好守備にも感動を受けた。
一方、和歌山は初回家本（健）・坂上の長短2連打などで、幸先きよく1点先取する
が、その後逆転され、5回二死二・三塁と最後まで粘りを見せたが反撃もこれまで。
1点差で惜敗した。

×中尾　謙一 有本　良孝
家本　健俉
家本　拓真



公式記録員　　富士元　元子　
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